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第
一
節
　
ど
ん
な
植
物
が
あ
る
か

　
富
士
山
の
麓
に
位
置
す
る
富
士
宮
市
は
地
質
学
的
に
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
地

域
に
属
し
、
古
く
に
活
発
な
火
山
活
動
を
経
験
し
た
地
域
で
あ
る
。
富
士
宮
市

の
象
徴
的
存
在
で
も
あ
る
富
士
山
を
例
に
と
る
と
、
富
士
山
は
日
本
列
島
の
太

平
洋
側
の
四
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
接
す
る
地
域
に
噴
出
し
た
火
山
で
あ
る
（
写
真

３−

1
）。
富
士
山
を
含
ん
だ
富
士
宮
市
域
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
海
や
地
塊

に
噴
出
し
た
火
山
で
あ
る
た
め
、
そ
の
地
史
を
反
映
し
た
植
物
の
分
布
が
見
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
に
分
布
が
限
ら
れ
た
植
物
や
、
地
域
を
特
徴
づ

け
る
植
物
が
生
育
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
分
布
が

限
ら
れ
た
植
物
を
植
物
地

理
学
上
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ

要
素
と
呼
び
、
富
士
宮
市

や
富
士
山
の
植
物
の
分
布

を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
以
下
に
富
士
山
を
中
心

に
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
要
素

の
植
物
を
あ
げ
る
（
渡
邉　

二
〇
〇
二
）。

写真３−１　富士山南西面の植物の垂直分布
積雪の下方ラインが森林限界。

（
一
）
富
士
山
と
そ
の
周
辺
に
の
み
分
布
す
る
も
の

　
　
　

  

オ
オ
サ
ワ
ト
リ
カ
ブ
ト
・
ア
シ
タ
カ
ツ
ツ
ジ

（
二
）
富
士
山
周
辺
・
箱
根
山
な
ど
に
分
布
す
る
も
の　
　

　
　
　

  

サ
ン
シ
ョ
ウ
バ
ラ
・
ハ
コ
ネ
グ
ミ
・
ム
ラ
サ
キ
ツ
リ
ガ
ネ
ツ
ツ
ジ
・

　
　
　

  

キ
ン
ト
キ
ヒ
ゴ
タ
イ
・
ヒ
ト
ツ
バ
シ
ョ
ウ
マ

（
三
）
富
士
山
を
中
心
と
し
て
関
東
に
達
す
る
も
の

　
　
　

  

マ
メ
ザ
ク
ラ
（
フ
ジ
ザ
ク
ラ
・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）

（
四
）
富
士
山
を
中
心
と
し
て
南
ア
ル
プ
ス
に
達
す
る
も
の

　
　
　

  

ラ
ン
ヨ
ウ
ア
オ
イ
・
マ
ツ
ノ
ハ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
・
ハ
コ
ネ
ハ
ナ
ヒ
リ

　
　
　

  

ノ
キ
・
イ
ヌ
ヤ
マ
ハ
ッ
カ
・
イ
ワ
シ
ャ
ジ
ン
・
フ
ジ
チ
ド
リ

（
五
）
伊
豆
・
箱
根
・
愛あ

し

鷹た
か

山
を
中
心
と
し
て
富
士
山
に
達
す
る
も
の

　
　
　

  

オ
ト
メ
ア
オ
イ

　
以
上
、
富
士
宮
市
に
と
っ
て
植
物
地
理
学
上
重
要
な
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
要
素

の
植
物
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ
に
加
え
、
分
布
限
界
種
・
稀き

産さ
ん

種
（
ま
れ
な
種
）・

絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
種
を
あ
げ
る
。

キ
ス
ミ
レ
・
ス
ル
ガ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
・
ヒ
ゴ
ス
ミ
レ
・
カ
タ
ク
リ
・

エ
ビ
ネ
・
ホ
テ
イ
ラ
ン
・
キ
ン
ラ
ン
・
キ
バ
ナ
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
・
ア

ツ
モ
リ
ソ
ウ
・
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
・
セ
ッ
コ
ク
・
ハ
コ
ネ
ラ
ン
・
ベ
ニ
シ
ュ

ス
ラ
ン
・
フ
ガ
ク
ス
ズ
ム
シ
ソ
ウ
・
コ
ク
ラ
ン
・
ミ
ヤ
マ
フ
タ
バ
ラ
ン
・

オ
ノ
エ
ラ
ン
・
ツ
レ
サ
ギ
ソ
ウ
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写真３−２　富士山山頂の火口
火口の東側内壁には大きな蘚類群落が見られる。

表３−１　富士山の森林植物帯区分

第
二
節
　
富
士
山
の
植
物
の
分
布

　

富
士
山
の
植
物
の
垂
直
分
布
に
関
し
て
は
表
３−

1
（
渡
邉　

二
〇
〇
二
）

の
よ
う
に
典
型
的
な
分
布
帯
が
見
ら
れ
る
。
現
在
ま
で
に
富
士
山
の
植
物
の
垂

直
分
布
に
つ
い
て
は
多
く
の
教
科
書
・
解
説
書
・
文
献
な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
蘚せ

ん

類
（
コ
ケ
類
）
に
つ
い
て
は
、
富
士

山
の
山
頂
や
高
山
・
亜
高
山
帯
に
多
く
が
生
育
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
下
に
富
士
山
の
植
物
の
垂
直
分
布
を
標
高
の
高
い
場
所
（
三
七
七
六
ｍ
）

か
ら
低
い
場
所
に
向
か
っ
て
順
に
述
べ
る
。

山
頂
の
火
口
周
辺
に
お
け
る
蘚
類
の
分
布

　

火
口
周
辺
は
一
三
属
一
八
種
の
蘚
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
増
沢　

二
〇
〇
二
）。
蘚
類
の
分
布
は
一
様
で
は
な
く
集
中
性
が
見
ら
れ
る
。
大
き
な

蘚
類
群
落
が
存
在
す
る
の
は
剣
ヶ
峰
（
三
七
七
六
ｍ
）
の
西
斜
面
と
東
斜
面
お

よ
び
白
山
岳
の
北
西
斜
面
、
伊
豆
岳
の
西
面
（
火
口
の
東
側
）
近
く
の
火
口
内

縁
で
あ
る
（
写
真
３−

2
）。
特
に
剣
ヶ
峰
直
下
に
は
一
一
属
一
三
種
の
蘚
類

が
出
現
し
て
お
り
、
出
現
種
数
か
ら
み
て
も
多
様
な
フ
ロ
ラ
（
あ
る
地
域
に
生

育
し
て
い
る
植
物
の
全
種
類
）
が
形
成
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、
ギ
ン
ゴ
ケ
や
ヤ

ノ
ウ
エ
ノ
ア
カ
ゴ
ケ
が
大
き
な
群
落
を
形

成
し
て
い
る
。
大
き
な
も
の
で
は
、
平
面

の
直
径
が
五
ｍ
以
上
に
な
る
も
の
も
見
ら

れ
る
。

　

山
頂
は
乾
燥
し
て
い
て
、
降
雨
ま
た
は

霧
に
よ
る
水
分
供
給
だ
け
の
場
所
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
は
、
乾
燥
し
た
高
山
帯

特
有
の
種
類
と
い
わ
れ
て
い
る
ヤ
リ
ギ
ボ

ウ
シ
ゴ
ケ
と
シ
モ
フ
リ
ゴ
ケ
が
分
布
し
て

い
る
。
ヤ
リ
ギ
ボ
ウ
シ
ゴ
ケ
は
最
も
乾
燥
し

た
場
所
に
出
現
し
て
い
る
。
シ
モ
フ
リ
ゴ
ケ

は
山
頂
だ
け
で
は
な
く
、
富
士
山
全
域
に

分
布
し
て
い
る
。
こ
の
蘚
類
の
名
前
の
由

来
は
、
葉
の
先
に
透
明
な
針
状
の
突
起
（
透

明
尖せ

ん

）
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
蘚
類
群
落

が
白
く
見
え
る
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

垂直分布
（気候帯）
高山帯
（寒帯）
高山帯

（亜寒帯）
亜高山

（亜寒帯）
山地帯

（冷温帯）
山地帯

（冷温帯）
丘陵帯

（暖温帯）
平地帯

（暖温帯）

コケ帯
（高山コケ帯）
オンタデ帯

（高山草本帯）
シラベ帯

（亜寒帯針葉樹林）
ウラジロモミ帯

（冷温帯針広混交林）
ブナ帯

（冷温帯落葉樹林）
クリ帯

（暖温帯落葉樹林）
カシ帯

（暖温帯照葉樹林）

3000～3776m

（2400）～2850～3000m

1800～（2400）～2850m

1600～1800m

900～1600m

（350）～570～900m

0～（350）～570m

森林植物帯名 標 　 高
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火
山
荒
原
の
植
物

　
山
地
帯
・
亜
高
山
帯
・
高
山
帯
と
、
標
高
が
増
す
に
し
た
が
っ
て
植
物
の
生

育
環
境
は
厳
し
く
な
る
。
高
山
帯
は
植
物
の
生
育
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
環
境

で
あ
る
。
富
士
山
の
斜
面
は
移
動
し
や
す
い
ス
コ
リ
ア
層
か
ら
成
る
部
分
が
多

く
、
そ
こ
に
は
富
士
山
特
有
の
植
物
の
生
育
に
と
っ
て
厳
し
い
砂さ

礫れ
き

地
が
み
ら

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所
に
は
、
多
く
の
場
合
砂
礫
の
移
動
に
適
応
し
た
群
落

が
成
立
し
て
い
る
。

　
森
林
限
界
よ
り
標
高
の
高
い
部
分
は
草
本
植
物
群
落
が
ま
ば
ら
に
分
布
し
て

い
る
（
写
真
３−

３
）。
こ
れ
ら
は
オ
ン
タ
デ
や
イ
タ
ド
リ
の
群
落
で
あ
る
が
、

低
温
か
つ
土
壌
中
の
窒
素
量
が
極
め
て
少
な
い
状
態
で
も
標
高
二
九
〇
〇
ｍ
付

近
ま
で
生
育
し
て
い
る
。
環
境
条
件
が
厳
し
く
な
り
、
森
林
の
成
立
が
不
可
能

な
森
林
限
界
上
部
の
植
生
帯
を
富
士
山
で
は
火
山
荒
原
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の

火
山
荒
原
に
は
マ
メ
科
の
植
物
が
三
種
類
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
三
種
類
は
、

斜
面
の
一
番
上
部
に
ム
ラ
サ
キ
モ
メ
ン
ヅ
ル
、
そ
の
下
に
イ
ワ
オ
ウ
ギ
、
森
林

限
界
付
近
に
タ
イ
ツ
リ
オ
ウ
ギ
の
順
に
、そ
の
分
布
領
域
を
分
け
あ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
マ
メ
科
植
物
は
、
根
に
共
生
す
る
根
粒
菌
が
空
気
中
の
窒
素
を
固
定

し
、
土
壌
中
に
窒
素
を
供
給
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
株
の
周
辺
に
は
徐
々

に
窒
素
が
増
加
し
、
他
の
種
類
の
植
物
が
侵
入
し
や
す
く
な
る
。

火
山
荒
原
で
礫
の
移
動
を
止
め
て
い
る
植
物

　
礫
の
移
動
に
対
し
て
そ
れ
を
止
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
植
物
と
し
て
フ

ジ
ア
ザ
ミ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
フ
ジ
ア
ザ
ミ
は
、
日
本
列
島
の
中
部
地
方
の
山
地

帯
か
ら
亜
高
山
帯
の
砂
礫
地
に
か
け
て
生
育
す
る
大
型
の
多
年
生
草
本
植
物
で

あ
る
。
植
物
分
類
学
的
に
は
キ
ク
科
ア
ザ
ミ
属
（C

irsiu
m

）
の
植
物
で
、
こ

の
仲
間
に
は
ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
、
ノ
ア
ザ
ミ
、
ナ
ン
ブ
ア
ザ
ミ
な
ど
が
あ
る
。
キ

ク
科
の
植
物
は
、
ふ
つ
う
細
い
冠
状
の
花
が
多
数
集
ま
っ
て
頭
花
を
作
っ
て
い

る
。
フ
ジ
ア
ザ
ミ
の
頭
花
は
直
径
一
〇
㎝
以
上
に
も
な
り
、
日
本
列
島
で
は
こ

の
大
き
さ
に
な
る
も
の
は
他
に
は
な
い
（
写
真
３−

４
）。
花
の
色
は
、
紫
と

濃
い
紅
色
の
間
で
、
小
花
は
管
状
で
細
く
、
五
裂
に
な
っ
て
い
て
、
八
月
の
終

わ
り
か
ら
九
月
の
中
旬
に
か
け
て
花
を
咲
か
せ
る
。
こ
の
植
物
は
長
い
直
根
を

持
ち
、
地
中
に
杭く

い

を
打
ち
込
む
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
礫
が
移
動
し

や
す
い
場
所
で
は
、
フ
ジ
ア
ザ
ミ
の
ほ
か
に
、
フ
ジ
ハ
タ
ザ
オ
や
ミ
ヤ
マ
オ
ト

コ
ヨ
モ
ギ
な
ど
も
、
斜
面
に
張
り
つ
く
よ
う
に
根
を
広
げ
、
礫
の
移
動
を
阻
止

し
て
い
る
。

　
遷
移
が
進
行
す
る
た
め
に
は
、
フ
ジ
ハ
タ
ザ
オ
や
ミ
ヤ
マ
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
に

か
わ
っ
て
別
の
種
類
の
植
物
が
生
育
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
礫
の
移
動
は
、
斜
面
の
角
度
が
あ
る
程
度
な
だ
ら
か
に
な
っ
て
、
安
定
度

が
増
し
て
く
れ
ば
お
さ
ま
る
。
一
方
、
フ
ジ
ハ
タ
ザ
オ
・
ミ
ヤ
マ
オ
ト
コ
ヨ
モ

ギ
・
オ
ン
タ
デ
・
イ
タ
ド
リ
・
コ
タ
ヌ
キ
ラ
ン
な
ど
の
密
度
が
増
す
こ
と
に
よ
っ

て
も
礫
の
移
動
は
緩
和
さ
れ
る
。

森
林
限
界
の
わ
い
性
低
木
群
落

　
富
士
山
の
森
林
限
界
の
最
前
線
は
三
種
類
の
低
木
、
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
・
ミ
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３−

５
）。
そ

れ
ら
の
う
ち
、
空
気
中
の
窒
素
を
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ

は
、
森
林
限
界
付
近
の
土
壌
を
富
栄
養
化
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
は
、
貧
栄
養
な
森
林
限
界
付
近
の
土
壌

に
窒
素
養
分
を
与
え
る
と
い
う
点
で
特
徴
的
な
植
物
と
い
え
る
。
一
般
に
落
葉

樹
の
葉
は
生
育
期
間
の
後
期
に
枯
れ
て
落
下
す
る
が
、
そ
の
直
前
に
葉
の
中
の

物
質
を
枝
や
幹
に
回
収
す
る
。
と
こ
ろ
が
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
は
葉
か
ら
養
分
を

ほ
と
ん
ど
回
収
せ
ず
に
葉
を
落
下
さ
せ
て
し
ま
う
。
一
般
に
植
物
は
、
空
気
中

の
窒
素
を
直
接
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
は
根
に
つ

く
根
粒
菌
の
働
き
に
よ
り
、
空
気
中
か
ら
窒
素
を
た
く
さ
ん
取
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
葉
の
中
の
窒
素
を
幹
に
十
分
に
回
収
し
な
く
て
も
生
存
し
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写真３−３　
森林限界上部の草本植物群落
標高 3,000 ｍの砂礫地に点在するオンタデ。

写真３−４　
亜高山帯の砂礫地に分布する
フジアザミ
大きな花をつけ、長い直根を持つ。

写真３−５　
森林限界の先端部に生育する
ミヤマハンノキ
わい性低木で、葉の中に多量な窒素を含んでいる。
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て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
窒
素
を
多
量
に
含
ん
だ
葉

が
裸
地
に
落
下
（
落
葉
）
し
て
分
解
さ
れ
る
と
、
土
壌
が
富
栄
養
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

森
林
限
界
の
変
動

　
富
士
山
で
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
南
東
斜
面
で
噴
火
が
起
っ
た
。
こ

の
噴
火
に
よ
り
植
生
は
広
範
囲
に
わ
た
り
失
わ
れ
た
。
そ
の
後
植
生
は
回
復

し
、
現
在
一
次
遷
移
が
進
行
中
で
あ
る
。
こ
の
付
近
の
森
林
限
界
は
現
在
標
高

約
二
四
〇
〇
ｍ
に
位
置
し
て
い
る
が
噴
火
か
ら
約
三
〇
〇
年
が
経
過
し
、
現
在

限
界
線
は
上
昇
の
過
程
に
あ
る
（
写
真
３−

６
）。
森
林
限
界
の
先
端
は
ミ
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
・
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
わ
い
性
低
木
で
構
成
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
前
面
の
裸
地
に
は
オ
ン
タ
デ
・
イ
タ
ド
リ
・
フ
ジ
ハ
タ
ザ
オ
・

ミ
ヤ
マ
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
・
コ
タ
ヌ
キ
ラ
ン
な
ど
の
パ
イ
オ
ニ
ア
植
物
（
裸
地
に

最
初
に
侵
入
す
る
植
物
）
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
群
落
の
中
に
極き

ょ
く

相そ
う

林り
ん

（
あ
る
気
候
条
件
下
で
最
も
安
定
し
た
植
物
群
落
）
を
構
成
す
る
木
本
植
物
が

侵
入
し
て
き
て
い
る
。
森
林
限
界
よ
り
標
高
の
低
い
場
所
の
優
占
種
は
カ
ラ
マ

ツ
・
シ
ラ
ビ
ソ
・
ト
ウ
ヒ
・
コ
メ
ツ
ガ
な
ど
で
あ
る
。

　
宝
永
火
口
周
辺
の
森
林
限
界
線
は
一
〇
年
で
ほ
ぼ
一
ｍ
く
ら
い
の
速
さ
で
上

昇
し
て
い
る
。
近
年
、
特
に
カ
ラ
マ
ツ
の
上
昇
速
度
が
速
ま
っ
て
い
る
。

亜
高
山
帯
の
常
緑
針
葉
樹
林

　
富
士
山
の
南
お
よ
び
南
西
斜
面
の
亜
高
山
帯
に
は
シ
ラ
ビ
ソ
・
ト
ウ
ヒ
・
コ

メ
ツ
ガ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
と
い
っ
た
常
緑
針
葉
樹
が
分
布
し
て
い
る
。
林
床
の

草
本
類
で
は
ヒ
メ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
・
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
の
仲
間
が
優
占
種
と
な
っ
て

い
て
、
場
所
に
よ
っ
て
は
林
床
が
イ
ワ
ダ
レ
ゴ
ケ
・
タ
チ
ハ
イ
ゴ
ケ
・
ス
ギ
ゴ

ケ
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
林
内
に
蘚
類
群
落
が
広
く
発
達
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
こ
の
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
は
標
高
一
八
〇
〇
ｍ
～
二
四
〇
〇
ｍ

写真３−６　宝永第一火口付近の森林限界
近年森林限界線の上昇が見られる。
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に
位
置
し
て
い
て
、
年
間
を
通
し
て
濃
い
緑
の
ベ
ル
ト
を
形
成
し
て
い
る
。

富
士
山
の
ブ
ナ
群
落

　
富
士
山
に
お
け
る
ブ
ナ
群
落
は
森
林
の
垂
直
区
分
で
は
山
地
帯
、
気
候
帯
で

は
冷
温
帯
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ブ
ナ
が
分
布
す
る
標
高
は
八
〇
〇

ｍ
～
一
七
〇
〇
ｍ
で
、
太
平
洋
側
に
分
布
す
る
ブ
ナ
群
落
の
特
徴
を
持
っ
て
い

る
。
富
士
山
の
ブ
ナ
群
落
は
ブ
ナ
の
純
林
で
は
な
く
ミ
ズ
ナ
ラ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
と
の
混
交
林
と
な
っ
て
い
る
。

　
ブ
ナ
は
富
士
宮
市
か
ら
御
殿
場
市
に
か
け
て
分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
ほ

と
ん
ど
が
大だ

い

径け
い

木ぼ
く

で
あ
る
（
写
真
３−

７
）。
ま
た
、
ブ
ナ
が
生
育
し
て
い
る

周
辺
に
は
ブ
ナ
の
実
生
や
幼
樹
が
ほ
と
ん
ど
出
現
し
な
い
た
め
、
天
然
更
新

が
停
滞
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ナ
の
群
落
は
静
岡
県
に
よ
り
、
詳

し
く
調
べ
ら
れ
て
お
り
、「
ブ
ナ
の
戸
籍
簿
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
増
沢　

二
〇
一
二
）。

　
富
士
宮
市
内
（
富
士
山
麓
）
に
あ
る
ブ
ナ
群
落
の
周
辺
に
は
、
市
民
が
落
葉

広
葉
樹
林
を
観
察
で
き
る
「
富
士
山
ふ
れ
あ
い
の
森
」
が
あ
る
。
こ
の
森
は
側

火
山
で
あ
る
西に

し

臼う
す

塚づ
か

火
口
を
中
心
に
標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
～
一
三
〇
〇
ｍ
に
位
置

し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
帯
で
あ
り
、
ブ
ナ・ミ
ズ
ナ
ラ・

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
が
優
占
す
る
自
然
林
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
は
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、「
ブ
ナ
広
場
」
や
「
カ
エ
デ
広
場
」

な
ど
に
容
易
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ナ
広
場
の
周
辺
に
は
高
木
層
を
形
成

す
る
大
径
木
の
ブ
ナ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ほ
か
に
ホ
オ
ノ
キ
・
ア

ズ
キ
ナ
シ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど
の
高
木
が
分
布
し
、
中
間
層
に
は
ア
ブ
ラ
チ
ャ

ン
・
チ
ド
リ
ノ
キ
・
ミ
ツ
マ
タ
が
生
育
し
て
い
る
。
ま
た
林
床
に
は
ニ
リ
ン
ソ

ウ
・
フ
タ
リ
シ
ズ
カ
・
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
・
ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
が
分
布
し
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
多
様
な
花
を
観
察
で
き
る
。

写真３−７　西臼塚のブナ広場
ブナ、ミズナラ、カエデ類の落葉広葉樹林を観察できる。
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第
三
節
　
富
士
宮
市
の
特
徴
的
な
地
域
と
植
物

朝
霧
高
原
の
草
原

　
富
士
山
西
麓
に
位
置
す
る
朝
霧
高
原
は
か
つ
て
酪
農
の
開
拓
が
行
わ
れ
、
現

在
は
広
く
牧
草
地
と
な
っ
て
い
る
。
草
原
を
横
切
っ
て
い
る
車
道
か
ら
見
る
景

観
は
ほ
と
ん
ど
が
酪
農
の
た
め
の
草
原
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
自
然
草

原
や
雑
木
林
が
残
存
し
て
い
る
。
比
較
的
広
く
残
っ
て
い
る
自
然
草
原
は
道
の

駅
周
辺
で
一
部
は
公
園
に
な
っ
て
い
る
（
写
真
３−

８
）。

　
朝
霧
高
原
の
植
生
は
渡
邉
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
り
地
形
や
野
火
な
ど
の
影
響

を
考
慮
し
て
以
下
の
四
つ
の
区
分
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
（
一
）
ス
ス
キ
・
サ
サ
型
草
原

　
（
二
）
窪く

ぼ

地ち

の
湿
潤
型
草
原

　
（
三
）
灌か

ん

木ぼ
く

・
草
原
モ
ザ
イ
ク
地

　
（
四
）
ス
コ
リ
ア
扇
状
地

　
ス
ス
キ
・
サ
サ
型
草
原
や
灌
木
・
草
原
モ
ザ
イ
ク
区
分
で
は
ワ
ラ
ビ
・
イ
タ

ド
リ
・
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
・
ワ
レ
モ
コ
ウ
・
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
・
ゲ
ン
ノ
シ
ョ

ウ
コ
・
ウ
ツ
ボ
グ
サ
・
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
・
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
・
シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
・

ノ
コ
ン
ギ
ク
・
チ
ガ
ヤ
・
ス
ス
キ
・
ヤ
マ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
・
コ
オ
ニ
ユ
リ
な
ど
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
近
年
外
来
種
で
あ
る
ハ
ル
ジ
オ
ン
・
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
朝
霧
高
原
へ
の
侵
入
が
顕
著
に
な
っ
て
い
て
い
る
。

　
湿
潤
型
草
原
に
は
タ
ニ
ソ
バ
・
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
・
ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
・
ヌ
マ
ト

ラ
ノ
オ
・
ク
サ
レ
ダ
マ
・
サ
ワ
シ
ロ
ギ
ク
・
ユ
ウ
ス
ゲ
・
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
・

サ
ワ
ギ
ボ
ウ
シ
な
ど
が
出
現
す
る
。

写真３−８　富士山西麓の広大な朝霧高原
牧草地と多様性の高い自然草原が混在している。
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雑
木
林
や
灌
木
・
草
原
モ
ザ
イ
ク
地
は
富
士
山
西
麓
の
天
子
ヶ
岳
地
域
に
広

く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
に
は
ア
カ
マ
ツ
・
バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
・
ヤ
マ
ハ
ン

ノ
キ
・
ク
マ
シ
デ
・
サ
ワ
シ
バ
・
ク
リ
・
カ
シ
ワ
・
ケ
ヤ
キ
・
ヤ
マ
グ
ワ
・
コ

ナ
ラ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・
マ
メ
ザ
ク
ラ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
オ
オ
モ
ミ
ジ
・
ウ
リ

ハ
ダ
カ
エ
デ
・
ホ
オ
ノ
キ
・
ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
・
リ
ョ
ウ
ブ
・
ク
ロ
モ
ジ
・
サ
ン

シ
ョ
ウ
・
ア
オ
ハ
ダ
・
マ
ユ
ミ
・
イ
ヌ
ツ
ゲ
・
キ
ブ
シ
・
ミ
ズ
キ
・
ヤ
マ
ツ
ツ

ジ
・
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
・
サ
ン
シ
キ
ウ
ツ
ギ
・
ウ
ツ
ギ
・
ガ
マ
ズ
ミ
・
ニ
ワ
ト
コ

な
ど
の
木
本
植
物
が
多
く
み
ら
れ
る
。
雑
木
林
を
構
成
す
る
灌
木
の
多
様
性
が

高
い
地
区
で
あ
る
。

　
ス
コ
リ
ア
扇
状
地
は
草
原
よ
り
乾
燥
し
た
環
境
で
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ・ク
リ・

コ
ナ
ラ
な
ど
の
高
木
、
ミ
ヤ
マ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
シ
モ
ツ
ケ
な
ど
の
灌
木
、
そ
の

ほ
か
草
本
植
物
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
生
育
し
て
い
る
。

小こ

田だ

貫ぬ
き

湿
原

　
小
田
貫
湿
原
は
富
士
山
西
麓
で
は
唯
一
の
湿
原
で
あ
る
。
こ
の
湿
原
で
は
昭

和
初
期
に
神じ

ん

代だ
い

ス
ギ
の
発
掘
が
行
わ
れ
た
。
富
士
山
麓
で
は
貴
重
な
湿
生
植
物

群
落
が
発
達
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
（
写
真
３−

９
）。
湿
原
の
中
央
部
に
は

水
が
停
滞
す
る
池
が
数
個
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
湿
生
の
植
物
が
分

布
し
て
い
る
。

　
近
年
の
植
生
調
査
（
富
士
宮
市　
二
〇
二
一
）
に
よ
る
植
生
図
か
ら
広
範
囲

に
広
が
っ
て
い
る
群
落
は
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
群
落
・
ワ
ラ
ビ
群
落
・
ツ
リ
フ

ネ
ソ
ウ-

カ
サ
ス
ゲ
群
落
・
ミ
ツ
バ
ツ
チ
グ
リ-

ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
群
落
（
平

成
一
三
年
〈
二
〇
〇
一
〉
調
査
）・
サ
ワ
シ
ロ
ギ
ク-

ヌ
マ
ガ
ヤ
群
落
・
ミ
ズ

オ
ト
ギ
リ-

ア
ゼ
ス
ゲ
群
落
・
イ
ヌ
ツ
ゲ-

イ
ボ
タ
ノ
キ
群
落
・
カ
ン
ガ
レ

イ
群
落
・
ス
ス
キ
群
落
で
あ
る
（
図
３−

１
）。

写真３−９　富士山西麓の唯一の湿原である小田貫湿原
貴重で多様な湿生植物群落が発達している。
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図３−１　小田貫湿原の植生図
上図は水条件と植物群落分布図、下図は植生図（ダイダイ色は湿地のサワシロギク−ヌマガヤ群落）。

0　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
m

0　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
m
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小
田
貫
湿
原
に
お
い
て
重
要
種
と
さ
れ
て
い
る
植
物
は
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
・

ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
・
ハ
コ
ネ
グ
ミ
・
ヒ
メ
ナ
ミ
キ
・
ミ
カ
ワ
タ
ヌ
キ
モ
・
サ
ワ
ギ

キ
ョ
ウ
・
サ
ワ
シ
ロ
ギ
ク
・
コ
オ
ニ
ユ
リ
・
ミ
ズ
チ
ド
リ
・
カ
ヤ
ラ
ン
な
ど
で

あ
る
。
上
記
の
う
ち
ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
と
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
（
写
真
３−

10
・
３−

11
）
は
色
鮮
や
か
な
花
を
つ
け
る
た
め
、
観
察
に
来
る
市
民
に
人
気
の
植
物
で

あ
る
。

　
近
年
こ
の
湿
原
は
乾
燥
傾
向
に
あ
り
、
湿
原
の
一
部
に
ス
ス
キ
群
落
と
ヤ
マ

ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
群
落
が
拡
大
侵
入
し
て
い
る
。湿
原
の
乾
燥
化
と
湿
原
に
流
入・

流
出
し
て
い
る
水
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
富
士
宮
市
が
調
査
・
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

　
小
田
貫
湿
原
の
周
辺
に
は
ヒ
ノ
キ
の
植
林
や
コ
ナ
ラ
の
群
落
が
分
布
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
コ
ナ
ラ
林
に
は
こ
の
地
域
を
特
徴
づ
け
る
低
木
種
の
ハ
コ
ネ

グ
ミ
・
ア
シ
タ
カ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
が
、
コ
ナ
ラ
の
樹
冠
の
発
達

に
よ
っ
て
、
被
陰
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
衰
弱
の
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ハ

コ
ネ
グ
ミ
・
ア
シ
タ
カ
ツ
ツ
ジ
・
マ
メ
ザ
ク
ラ
を
主
な
構
成
種
と
す
る
、
か
つ

て
の
樹
林
へ
と
復
元
す
る
計
画
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
富
士
宮
市
が
そ

の
方
向
で
管
理
を
進
め
て
い
る
。

写真３−11　湿原の中の池の縁に生育するサワギキョウ
アサマフウロとともに色鮮やかな紫色の花をつける。 

写真３−10　上：アサマフウロ
　　　　　　下：サワギキョウ
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湧
玉
池
の
水
生
植
物

　

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
境
内
に
あ
る
湧わ

く

玉た
ま

池
は
富
士
山
に
降
っ
た
雨
や
雪

解
け
水
が
湧
き
出
し
、
自
然
湧
水
池
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
３−

12
）。

こ
の
池
の
湧
水
は
透
明
度
が
高
く
、
四
季
を
通
じ
て
繁は

ん

茂も

す
る
水
草
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
湧
水
池
は
年
間
を
通
し
て
水
温
が
ほ
ぼ
一
定
で
、

常
時
澄
ん
だ
水
を
蓄
え
て
い
る
。
下
田
（
二
〇
一
三
）
に
よ
る
と
、
こ
の
池
と

そ
の
周
辺
に
は
九
種
類
の
水
草
や
コ
ケ
植
物
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
。
沈
水
植

物
と
し
て
コ
カ
ナ
ダ
モ
・
バ
イ
カ
モ
な
ど
、
抽
水
植
物
と
し
て
セ
キ
シ
ョ
ウ
・

オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
な
ど
、
ま
た
こ
の
池
に
関
連
し
た
カ
ワ
ジ
シ
ャ・ノ
チ
ド
メ・

フ
ジ
ウ
ロ
コ
ゴ
ケ
・
ホ
ソ
バ
ゼ
ニ
ゴ
ケ
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
。

　
湧
玉
池
は
富
士
宮
市
の
市
街
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
市
民
が
自
然
の
水

草
を
観
察
す
る
の
に
は
容
易
な
場
所
で
あ
る
が
、
近
年
コ
カ
ナ
ダ
モ
な
ど
の
外

来
種
の
侵
入
も
見
ら
れ
る
。

白
糸
の
滝
周
辺

　
白
糸
の
滝
は
、
富
士
山
山
頂
付
近
か
ら
白
糸
溶
岩
が
流
下
し
て
き
て
こ
こ
に

溶
岩
の
壁
が
露
出
し
、
そ
の
壁
か
ら
水
流
が
噴
出
し
て
白
い
糸
の
よ
う
に
見
え

る
美
し
い
滝
で
あ
り
、
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で
あ
る
。
周
辺
は

照
葉
樹
林
と
カ
エ
デ
類
の
落
葉
樹
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
（
写
真
３−

13
）。
こ

の
地
域
に
は
音
止
の
滝
・
朝
日
滝
・
陣
馬
の
滝
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
照
葉

樹
林
と
落
葉
樹
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

　
白
糸
の
滝
か
ら
南
に
位
置
し
て
い
る
狩か

り

宿や
ど

の
下げ

馬ば

桜ざ
く
ら

は
樹
齢
八
〇
〇
年
と
推

定
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
巨
木
で
あ
る
。
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
て
、
日
本
五
大
桜
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
源み

な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
が
馬
を
つ
な

い
だ
「
駒こ

ま

止ど
め

の
桜
」
と
も
い
わ
れ
、
花
期
に
は
多
く
の
富
士
宮
市
民
が
訪
れ
、

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
度
重
な
る
台
風
な
ど
に
よ
り
樹
勢
は
衰
退

し
て
い
る
（
写
真
３−

14
）。

写真３−12　富士山本宮浅間大社境内の湧玉池
池は湧水を湛

たた
え四季を通じて水草を見ることができる。
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写真３−14　狩宿の下馬桜
樹齢 800 年と推定されているヤマザクラの巨木である。

写真３−13　溶岩の壁から水が噴出している白糸の滝
照葉樹林と落葉樹林に囲まれている。


